
来日公演

オペラ発祥の国イタリア屈指の名門 4年ぶり7度目の来日

イタリア語上演・日本語字幕付き
指揮/オクサーナ・リーニフ

演出/ジョヴァンニ・スカンデッラ
ボローニャ歌劇場管弦楽団・合唱団

11月10日（金）
18：30開演（17：45開場）

2023年

岡山芸術創造劇場 ハレノワ 大劇場

主催：岡山市、公益財団法人岡山文化芸術創造　　共催：OHK岡山放送　　後援：イタリア大使館　　　　　　　　　　　 企画・制作：株式会社コンサート・ドアーズ

＜全席指定・税込＞
＜未就学児入場不可＞

※U24は公演時24才以下、U18は公演時18才以下を対象とします。
　入場時に身分証を確認いたしますので必ずご持参ください。

新制作・全３幕

SS席/23,000円　S席/18,000円　A席/16,000円　B席/14,000円　C席/12,000円　D席/8,000円
U24 /5,000円　  U18 /3,000円※ ※



● 岡山シンフォニーホールチケットセンター　086-234-2010（休館日を除く10：00～18：00）
● e+イープラス　https://eplus.jp/harenowa/
● チケットぴあ　https://t.pia.jp/ [Pコード 241-451]
● ローチケ　https://l-tike.com/ [Lコード 63833]
● ぎんざやプレイガイド　086-222-3244（平日10：00～18：30/土・日・祝9：30～17：00）

ハレノワ・メンバーズ、シンフォニーホール友の会先行
e+イープラス先行
一般発売

6.10［土］10：00～
6.17［土］10：00～
6.24［土］10：00～

■ チケット購入に関するお願い
※未就学児の入場はご遠慮いただいております。
※公演中止、または、主催者がやむを得ないと判断する場合を除き、チケットの払い戻しはいたしません。
※チケットご購入後のキャンセル・変更はできません。
※車椅子席はスペースに限りがございます。詳しくは岡山芸術創造劇場ボックスオフィスまでお問合せ
ください。
※U24、U18は岡山芸術創造劇場ボックスオフィス、岡山シンフォニーホールチケットセンターでのみ
お取り扱いとなります。
※座席によっては字幕等見えにくいお席がございます。
※開演後は入場を制限させていただく場合がございます。開演時間に遅れた場合は、案内係の指示に
従ってください。

※先行発売で売り切れた席種は一般発売でのご用意はございません。
※営利目的でのチケットの購入ならびに転売は固くお断りいたします。

生活も文化も水準の高さがイタリア屈指で、ユネスコの「音楽創造都市」にも認定されている̶。ボローニャはそんな町
だから、歌劇場に寄せられる期待も大きい。錚々たるキャストを集めて上演されるオペラ公演は、オペラの殿堂と
呼ぶにふさわしい水準の高さを誇る。それはこれまで６回におよんだ来日公演でも証明されており、現地では
900ほどの客席をめぐってチケット争奪戦が繰り広げられる。
オーケストラの実力も高く、多くのマエストロがイタリアで三指に入ると語る。そしていま、この名門はあらたなステージに
入った。2022年からウクライナ出身のオクサーナ・リーニフを新音楽監督に迎えたのである。その前年、女性として
はじめてバイロイト音楽祭の指揮台に立ち、絶賛されたリーニフは目下、世界最注目の指揮者。そんな旬の才能に
率いられた最高のタイミングで4年ぶりの来日が叶う。

名門歌劇場が贈る
「歌に生き、愛に生き」「星は光りぬ」等、名アリアが散りばめられた
プッチーニ不朽の名作オペラ「トスカ」
心揺さぶられるオペラの最高傑作を新しい劇場で。

ボローニャ歌劇場

世界がもっとも注目する女性指揮者が音楽監督に　　　
　　　いまボローニャ歌劇場は最高の旬を迎えている！

TEATRO COMUNALE di BOLOGNA

Oksana Lyniv

María José Siri

Francesco Pio Galasso

Massimo Cavalletti 

ウクライナのリヴィウ州出身。地元の音楽院に続きドレスデン音楽
大学で学び、2013/14シーズンからバイエルン州立歌劇場でキリル・
ペトレンコのアシスタントを務める。17～20年はグラーツ歌劇場と
同フィルの首席指揮者としてオペラと交響曲の双方で腕を磨き、
その後は欧米の主要な劇場やオーケストラへの客演が目白押しだ。
21年、バイロイト音楽祭で指揮した《さまよえるオランダ人》は大絶賛
された。22年1月よりボローニャ歌劇場音楽監督。

https://okayama-pat.jp/オンラインチケット
窓口・電話 086-201-2200

岡山芸術創造劇場
ボックスオフィス

オクサーナ・リーニフ 【トスカ】
マリア・ホセ・シーリ

【カヴァラドッシ】
フランチェスコ・ピオ・ガラッソ

【スカルピア】
マッシモ・カヴァッレッティ

新型コロナウイルス感染症対策に関して
当劇場では、ご来場の皆様に安心して公演等をお楽しみ
いただけるよう、対策を徹底して開催いたします。感染症
の拡大などの状況により、内容の変更や公演の中止、
または延期を余儀なくされる場合もございますので、
最新の情報を劇場HPやSNSにてご確認ください。

公演にあたって
●やむを得ない事情により、公演内容・出演者が変更に
なる場合がございます。

●クロークおよび託児サービスは行っておりません。
JR岡山駅からのアクセス【JR岡山駅より路面電車】
東 山 行▶「西大寺町・ハレノワまえ」下車 徒歩約5分
清輝橋行▶「大雲寺前」下車 徒歩約5分
●ご来場にあたって  お客様用の駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。

岡山芸術創造劇場 〒700-0822 岡山市北区表町3丁目11番50号
TEL 086-201-8000（代）　FAX 086-201-8004　https://okayama-pat.jp/お問合せ

チケットのお申込み
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※ハレノワ・メンバーズの先行はインターネットでのみ受付

©Oleh Pavliuchenkov ©Michele Monasta

（10：00～18：00）

劇場紹介・キャスト紹介　オペラ評論家　香原斗志


